
　フランス料理シェフとお洒落なクリスマス･スウィーツを作
ります。
●講　師…門池　修 氏
●持参品…エプロン、三角巾、ハンドミキサー（持参可能な人）
と12月16日㈯　午後１時30分～４時
ば加津佐総合福祉センター 希望の里
定20人（申込多数の場合は抽選）
り1,200円（材料費）　し11月30日㈭
問加津佐公民館　☎７３―６７８６

お洒落なクリスマス･スウィーツづくり

　タイ式ヨガでココロとカラダをリラックスしましょう。
●講　師…門畑  悦子 氏
●持参品…タオル、ヨガマット（持参可能な人）
と11月30日㈭　午後７時30分～９時30分
ば加津佐公民館
定20人（申込多数の場合は抽選）
り無料
し11月20日㈪
問加津佐公民館　☎７３―６７８６

タイ式ヨガ（ルーシーダットン）

　お正月飾りをつくります。
●講　師…橋本  美保 氏
●持参品…木工用ボンド、布用はさみ、
　先のとがったピンセット（持参可能な人）
と11月28日、12月５日　計２回（火曜日）
　午後７時30分～９時30分
ばありえコレジヨホール　定15人（先着順）
り1,000円（材料費）　し11月21日㈫
問ありえコレジヨホール　☎７３―６７０７

ちりめん細工のお正月飾りづくり

　音楽を楽しみながらドラムの基本とリズムを習得できます。
●講　師…原賀  壽昭 氏
と12月４日㈪、７日㈭、11日㈪、18日㈪
　時間共通…午後７時30分～９時30分
ば加津佐公民館
定15人（申込多数の場合は抽選）
り無料
し11月20日㈪
問加津佐公民館　☎７３―６７８６

ドラム教室（基礎編）

　「松ぼっくり」と「どんぐり」でかわいいリースを作ります。
●講　師…社会教育指導員
●持参品…はさみ、手拭きタオル
と12月９日㈯　午前10時～正午
ば北有馬ピロティー文化センター
定12人（申込多数の場合は抽選）
り300円（材料費）
し11月16日㈭
問北有馬ピロティー文化センター　☎７３―６７５４

松ぼっくりで作るかわいいリースづくり

　ミツロウで肌にやさしい手作りクリームを作ります。
●講　師…熊﨑  利英 氏（熊﨑養蜂）
と12月２日㈯　午後２時～３時
ば布津公民館
定15人（申込多数の場合は抽選）
り1,000円（材料費）
し11月15日㈬
問布津公民館　☎７３―６７２６

養蜂家さんに学ぶミツロウクリームづくり

　筆ペンを使い味わいのある文字と絵で年賀状を書きます。
●講　師…松尾  理得子 氏（己書楽花道場代表）
●持参品…筆ペン（薄墨、濃墨各１本）、筆記用具
と11月17日、24日、12月１日　計３回（金曜日）
　午後７時30分～９時
ば布津公民館
定10人（申込多数の場合は抽選）
り400円（材料費）　し11月９日㈭
問布津公民館　☎７３―６７２６

筆ペンで描く味のある己書教室

　自然素材の特徴をいかして、木の実のリースを作ります。
●講　師…社会教育指導員
●持参品…はさみ・手拭きタオル
と11月26日㈰　午前10時～正午
ば布津公民館
定15人（申込多数の場合は抽選）
り300円（材料費）
し11月15日㈬
問布津公民館　☎７３―６７２６

木の実で作る森の仲間たちリースづくり

おのれしょ

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 I n f o r m a t i o n

公民館講座  参加者募集
【共通事項】  対市民または市内勤務の人  も電話または窓口で申し込んでください。

　本年中に納付した国民年金保険料（以下「保険料」）について、社会保険料控除を受けるためには、保険料を支払っ
たことを証明する書類の添付が必要です。日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付し
ますので大切に保管し、年末調整や確定申告の際にご利用ください。
　令和５年中に納付した保険料（過年度分、追納分）や、ご家族の保険料を納付した場合は、その保険料についても
控除が受けられます。

※これまで書面で交付していた控除証明書を、e-Taxでの確定申告などに利用できる電子データとして、マイナポー
タルで受け取れるようになりました。希望する人は、事前に登録が必要です。

【発送時期】
①今年１月１日から10月２日までの間に保険料を納付した人は10月下旬から11月上旬
②今年10月３日から12月31日までの間に保険料を納付した人（①の対象者を除く）は令和６年２月上旬

問 「ねんきん加入者ダイヤル」  　　0570－003－004（ナビダイヤル）
※一般電話からは市内通話料金でご利用いただけます。

「050」から始まる電話の場合は ☎03－6630－2525

教えて！国民年金 社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます

日本年金機構　確定申告　電子データ 検索

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０
E-mail：info@unzen-geopark.jp

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

保管していました。雨が少ない時期になると、粘土貯蔵
穴から粘土を取り出し、作業小屋で土器の形に整えたあ
と、草や泥で窯をつくって土器を焼いていました。これ
らの土器の材料となっていた粘土の地層は、数万年間に
も及ぶ年月をかけて地球がつくった “ジオの恵み” です。
　館内には、この遺跡から出土した本物の土器片や石器、
土偶、石鋸など、先人たちの生活道具が多数展示されて
います。これらの出土品を見ると、私たちの先祖は、
海にも山にも近いこの地で、時に火山の噴火に対峙しな
がら、狩りや漁をし、採ってきた木の実を自らが作った
土器で煮炊きしながら、生活を営んできたことが想像で
きます。何千年も昔から島原半島に暮らす人たちは、
“ジオの恵み” を利用していたのですね。

　今回は有明総合文化会館（島原市有明町）にある「大野
原遺跡展示館・縄文の里」を紹介します。
　1996年（平成８年）から約２年間、有明総合文化会館
の建設予定地にみつかった大野原遺跡で発掘調査が行わ
れた結果、有明地区では今から約4,000～3,000年前に
あたる縄文時代後期の人たちが暮らしていたことが分か
りました。
　この発掘調査で、遺跡から土器の材料となる粘土を貯
蔵した場所（粘土貯蔵穴）や、地面が赤く焼けた場所（焼
土）が多数みつかりました。これらは土器を作った跡で
す。有明付近の地表にみられる黒土（クロボク土）は土器
作りには適していなかったため、縄文人は川が削ってで
きた崖から粘土の地層を見つけ出し、大野原まで運んで

「縄文の里」の展示 「縄文の里」に展示されている土器

大野原遺跡展示館・縄文の里
おお の ばる
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